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春
休
み
で
だ
ら

け
き
っ
た
小
学
校

低
学
年
の
娘
と
、

息
子
と
私
の
三
人

は
、
テ
レ
ビ
で
大
相
撲
を
見

て
い
た
。

　

Ｃ
Ｍ
タ
イ
ム
と
な
り
、
画

面
は
変
わ
っ
て
妖
艶
な
歌
姫

が
登
場
し
た
。

　
「
わ
あ
、
マ
ド
ン
ナ
や
」

　
「
格
好
え
え
！ 

き
れ
い
や

な
あ
、マ
マ
に
そ
っ
く
り
や
」

　

そ
の
声
は
隣
の
台
所
の
妻

に
聞
こ
え
た
ら
し
い
。

　
「
ど
れ
、
ど
れ
」と
妻
が
部

屋
に
入
っ
て
き
た
時
、
画
面

は
何
の
前
触
れ
も
な
く
突
然

本
場
所
実
況
に
変
わ
っ
た
。

　
「
何
が
、
そ
っ
く
り
や
」と

妻
は
発
狂
し
て
幼
い
子
供
や

私
に
殴
り
か
か
っ
た
。

　

逃
げ
惑
う
三
人
を
尻
目

に
、
横
綱
「
大
乃
国
」
は
平

然
と
四
股
を
踏
ん
で
い
た
。

　

逃
げ
遅
れ
た
息
子
は
首
筋

を
掴
ま
れ
「
本
気
や
な
い
、

お
世
辞
言
っ
た
だ
け
や
」
と

弁
解
し
た
が
、
事
態
は
一
層

悪
化
し
た
。「
マ
ド
ン
ナ
、

も
う
一
度
戻
っ
て
く
れ
」
と

何
の
罪
も
な
い
被
害
者
三
人

は
念
じ
た
が
、
何
喰
わ
ぬ
顔

で
取
組
み
が
進
行
す
る
だ
け

だ
っ
た
。

　

「
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
不
特
定

多
数
の
人
へ
の
害
毒
は
許
せ

な
い
」
と
の
思
い
は
三
十
年

経
た
今
も
強
い
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
、「
お

お
さ
か
女
性
九
条
の
会
」
の

呼
び
か
け
人
で
あ
る
マ
リ
ア

・
コ
ラ
レ
ス
氏
か
ら
「
１
番

弱
い
立
場
に
あ
る
人
た
ち
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
態
度

ファクス番号の登録

を
取
る
か
が
そ
の
国
の
良
さ

で
あ
る
」
な
ど
、
憲
法
９
条

や
25
条
の
も
つ
重
要
性
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
。

　

な
お
、
同
会
の
世
話
人
で

あ
る
中
村
厚
氏
が
、
こ
の
間

の
活
動
報
告
と
行
動
提
起
を

行
い
、
活
動
へ
の
賛
同
を
広

く
訴
え
た
。
同
会
は
賛
同
者

１
０
０
０
人
を
目
標
に
、
現

在
７
０
０
人
余
り
の
賛
同
を

集
め
て
い
る
。

に
貧
困
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
帰
国
後
は
多
く
の
人
々

が
普
通
の
生
活
さ
え
で
き
な

い
と
い
う
悲
劇
が
生
み
出
さ

れ
て
い
る
。

　

日
本
の
若
者
は
９
条
で
は

な
く
、
生
存
権
を
守
る
25
条

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、「
現

在
、
世
界
中
で
９
条
が
世
界

平
和
を
先
導
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
注
目
さ
れ
、
イ
ラ

ク
か
ら
帰
還
し
た
兵
士
の
憧

れ
と
な
っ
て
い
る
。
９
条
が

守
ら
れ
る
世
の
中
で
は
25
条

が
守
ら
れ
る
」
と
若
い
世
代

に
、
諦
め
ず
種
を
ま
き
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
締

め
く
く
っ
た
。

ど
の
政
策
と
政
府
・
大
企
業

が
メ
デ
ィ
ア
を
支
配
す
る
こ

と
で
世
論
に
不
安
と
愛
国
心

を
煽
り
、“
報
復
”
の
名
の

も
と
で
戦
争
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

堤
氏
は
「
現
在
の
戦
争
は

志
願
兵
を
募
ら
な
く
て
も
、

社
会
保
障
費
を
削
減
す
る
こ

と
で
、
貧
困
層
は
生
活
の
た

め
に
入
隊
す
る
。
弱
い
者
は

も
っ
と
弱
い
者
に
暴
力
的
に

な
り
、
海
を
渡
っ
て
さ
ら
に

弱
い
者
に
銃
を
向
け
る
こ
と

で
戦
争
が
構
築
さ
れ
て
い

る
」
こ
と
を
紹
介
し
た
。
し

か
し
、
実
際
は
戦
争
に
よ
っ

て
は
決
し
て
貧
困
か
ら
抜
け

出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら

　

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九

条
の
会
は
、
堤
未
果
氏
（
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
を
招
い
て

「
格
差
が
生
み
出
す
悲
劇―

知
ら
れ
ざ
る
米
軍
兵
士
の
実

態―
」
を
テ
ー
マ
に
２
周
年

記
念
講
演
会
を
２
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
会
員
や

医
療
関
係
者
ら
１
３
６
人
が

参
加
し
た
。

　

今
ア
メ
リ
カ
で
は
、
格
差

と
貧
困
が
広
が
り
経
済
格
差

が
二
極
化
す
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
保
障
費
の
削
減
な

　

鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

合
金
（
以
下
金
パ
ラ
）
の
材

料
価
格
が
、
４
月
１
日
か
ら

１
グ
ラ
ム
あ
た
り
88
円
引
き

上
げ
ら
れ
７
０
２
円
に
な

る
。
鋳
造
歯
冠
修
復
の
金
パ

ラ
関
連
の
点
数
は
10
～
30
点

前
後
上
が
る
。

　

歯
科
・
医
科
協
会
、
新
婦

人
の
会
、
民
医
連
な
ど
が
参

加
す
る
こ
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
を
目
指
す
大
阪

府
民
連
絡
会
は
、
府
議
会
の

開
会
日
で
あ
る
２
月
29
日
、

加
す
る
府
民
要
求
連
絡
会
が

２
月
府
議
会
の
開
会
日
に
あ

わ
せ
た
２
月
29
日
、「
教
育

・
医
療
を
切
り
捨
て
る
な
！

財
政
再
建
は
暮
ら
し
応
援
と

両
立
で
！
」
と
集
会
・
デ
モ

を
開
催
し
、
府
民
ら
２
５
０

億
円
、
阪
神
高
速
道
路
建
設

に
10
億
円
、
安
威
川
ダ
ム
建

設
に
43
億
円
、「
水
と
緑
の

健
康
都
市
」
関
連
に
１
３
１

億
円
を
計
上
す
る
な
ど
、
大

型
公
共
事
業
を
重
視
す
る
府

の
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
暫
定

予
算
に
は
府
民
の
暮
ら
し
・

福
祉
重
視
の
姿
勢
は
見
う
け

ら
れ
な
い
。

９
条
が
世
界
平
和
を
先
導

おおさか医科・
歯科九条の会

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
窓

口
で
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

こ
の
間
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の
価

格
が
高
騰
し
て
い
た
が
、
診

療
報
酬
改
定
の
ル
ー
ル
上
、

２
年
間
の
平
均
価
格
が
基
準

に
な
る
た
め
、
直
近
の
実
勢

価
格
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
大
幅
な
引

き
下
げ
に
な
っ
て
い
た
。

「
府
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
」
を
求
め
る
知
事
へ
の
要

望
署
名
の
提
出
と
、
同
団
体

請
願
署
名
の
紹
介
議
員
の
依

頼
で
府
議
会
各
会
派
に
申
し

入
れ
を
行
っ
た
。

戦争による貧困の広がりや憲法９条の意義について話す堤氏（左）と熱心に
話に聞き入る参加者（右）＝２日、Ｍ＆Ｄホール　　　　　　　　　　　　　

　

「
人
命
を
守
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
医
療
者
に
と
っ
て
、
国
民
の
生
存
権
を
想
定
し
た
憲
法

25
条
を
守
る
こ
と
と
、
平
和
の
砦
で
あ
る
憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
は
一
体
の
も
の
」―

―

こ
の

思
い
の
も
と
、
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
と
「
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
」
が
２
０
０
６
年

２
月
に
発
足
し
て
２
周
年
を
迎
え
た
。
同
会
は
、
こ
れ
を
記
念
す
る
催
し
を
開
い
た
。

　保険医協会では、診療報酬や医療制
度の緊急情報、生涯研修講座・地区講
習会の案内、院長署名の協力などで、
広く普及しているファクスを活用して
います。協会へファクス番号を登録さ
れていない先生へ、よろしければお届
けください。また、ファクスによる送
信を断るなどの希望がございましたら
ご連絡ください。

　

し
か
し
、
僅
か
88
円
の
引

き
上
げ
で
は
、
こ
の
間
の
逆

ザ
ヤ
現
象
は
改
善
さ
れ
て
い

な
い
。

◆

　

08
年
改
定
を
解
説
し
た

『
歯
科
診
療
報
酬
２
０
０
８

年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を

19
日
、
点
数
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
た
『
歯
科
点
数
早

見
表
』
を
24
日
、
そ
れ
ぞ
れ

会
員
に
発
送
し
ま
す
。

材料価格の４月改定

　

大
阪
府
は
２
月
22
日
、
橋

下
知
事
の
「
大
阪
府
財
政
非

常
事
態
」
宣
言
の
も
と
、
08

年
度
の
７
月
末
ま
で
の
暫
定

予
算
案
を
発
表
し
た
。

　

橋
下
知
事
は
知
事
選
に
お

け
る
政
策
で
乳
幼
児
医
療
費

の
就
学
前
ま
で
の
拡
充
を
掲

げ
て
い
た
が
、
老
人
・
重
度

障
害
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
・

乳
幼
児
の
各
医
療
費
助
成
で

は
、
現
行
制
度
の
ま
ま
で
７

月
末
ま
で
の
分
を
計
上
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
市
町
村
へ
の
補
助

金
・
負
担
事
業
で
は
、
休
日

夜
間
二
次
救
急
診
療
体
制
設

備
整
備
事
業
、
子
育
て
支
援

の
た
め
の
拠
点
施
設
整
備
費

な
ど
、
府
民
の
福
祉
や
暮
ら

し
に
影
響
が
あ
る
も
の
を
含

め
１
２
７
事
業
で
計
上
が
見

送
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
産
業
立
地
賃
貸

事
業
資
金
貸
付
金
に
１
５
２

人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
日
本
共
産
党

府
議
団
か
ら
黒
田
ま
さ
子
府

議
が
挨
拶
に
立
ち
、
橋
下
知

事
の
暫
定
予
算
に
つ
い
て

「
す
べ
て
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

見
直
す
と
し
な
が
ら
、
医
療

・
福
祉
・
教
育
な
ど
、
府
民

の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
も
の

ま
で
暫
定
と
し
て
い
る
一
方

で
、
大
型
公
共
事
業
や
同
和

事
業
の
無
駄
遣
い
に
は
ほ
と

ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
」
と

指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
を
公

約
に
掲
げ
て
当
選
し
た
橋
下

知
事
へ
の
要
求
と
し
て
、
大

阪
私
学
助
成
を
す
す
め
る
会

代
表
が
「
子
ど
も
が
学
費
の

堤
氏　
「
諦
め
ず
伝
え
続
け
る
こ
と
が
大
切
」

金パラ１㌘ 鋳造用88円引上げ

金パラ関連の点数
（一部抜粋） 新点数 差

インレー単純
前 238 ＋ 7
小臼 238 ＋ 7
大臼 265 ＋10

インレー複雑
前 389 ＋14
小臼 389 ＋14
大臼 431 ＋20

前歯3／4冠 前 511 ＋18

4／5冠
小臼 451 ＋18
大臼 506 ＋24

ＦＣＫ
小臼 622 ＋22
大臼 692 ＋31

前装鋳造冠 前 1394 ＋ 1

　

提
出
し
た
要
望
署
名
は
５

１
２
６
４
筆
で
、
昨
年
か
ら

の
提
出
分
２
８
５
０
４
と
合

わ
せ
て
７
９
７
６
８
筆
と
な

っ
た
。
団
体
請
願
署
名
は
３

９
４
筆
。

　

歯
科
・
医
科
協
会
、
労
働

組
合
、
婦
人
団
体
な
ど
が
参

改
定
に
か
か
る
社
保
講
習
会
な
ど
を
、
今
後
開
催
し
ま
す

08
年
当
協
会
未
加
入
の
勤
務
医
の
方
に
、ご
入
会
を
お
呼
び
掛
け
下
さ
い

暮
ら
し
密
着
の
事
業
見
送
り

大
型
公
共
事
業
関
連
は
継
続

大阪府予算

府
民
要
求
連
絡
会

２
月
府
議
会
に
あ
わ
せ

集
会
・
デ
モ

こ
ど
も
医
療
費
連
絡
会

こ
ど
も
署
名

７
９
７
６
８
筆
提
出

『08年版　要点と解説』

会員に１冊お届け
　協会は08改定での変更点などを解
説した『歯科診療報酬2008年改定の
要点と解説』（Ａ４判204ページを予
定・定価３千円）を19日、大阪歯科
協会会員に発送する。この冊子は、
改定「歯周病の診断と治療のガイド
ライン」「有床義歯の調整・指導及び
ブリッジの適応症と設計並びにリベ
ースのガイドライン」などを各種掲
載、新設されたSPTや接着ブリッジ
の算定方法を症例で解説している。

心
配
な
く
授
業
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
」
と
、
こ
ど
も
医

療
費
制
度
の
拡
充
を
目
指
す

府
民
連
絡
会
が
「
一
刻
も
早

く
大
阪
府
の
乳
幼
児
医
療
制

度
を
全
国
並
み
に
拡
充
し
て

欲
し
い
」
と
訴
え
た
。

４面
特集
・

協会組織部 06－6568－7731


